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月の明るさの観劇
ワ降♂並ン》一一一湘知ミr軸～佃
　正しく言へば，月の面から放たれる輻射線は
　　（ユ）　日光が月面により反射して地球へ來るものと
　　（2）太陽に暖められた月面から議する熱線（痴れを遊星熱planetary　heat
　　　　　といふ）
の二つから成ってみる．今から65年ばかり前，英國アマチ＝ア天文家として
有名なロス卿Earl　of　Rosseが女台めて大反射鏡により謡うした問題を研究し
たのであるが，共の後，米國（Proc．　R．　s．（］869＆1870）；Ph・Tr．（】873））のJ．
Stebbins－F．　C．　BroWn雨氏はセレニウムIF；で月光を測定し（AP．∫・26），更に
近頃フランスのG．Rongiel・氏は光電月；で～これを槻話した，〔l　trasbourg．　Ann．2
（19．0，3）；　L：Ast．　4，S　（19，　3，4））
　最近，米國ヰルソン山のE．Pettit氏はロス卵1の方法を改良し64粍（焦黙
88粍）の小反射鏡内にα87粍の月像を結び直れを熱謝佐に當て1月の輻射を
測定した．〔Ap．　J．81（1935）〕共の結果，大氣の減光につ〉｝ては特殊な研究を
途暑し，．下の激値を得た・
　　　　反射光では
　　　　遊星熱”
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となり，前記のものとよく一致する．
　備ほ，此の研究の序に，8－14μといふ波長のあたりの遊」熱中に10μの
勲にオゾンの吸出帯がある．之れを利用して室氣中のオゾンの影響を測定し
たところ，月の遊星熱は室中のオゾンのために約4％だけ吸牧されることが
判明した．一編輯一
會告！！五月例會（＋八日）は荒天のため・・阯となりました．六月例禽（六
出十五日）は五月と同様のプログラムで開催する二二です．東亜天文協會
